
（別紙３）

～ ２０２６年　１月　１０日

（対象者数） 6 （回答者数） 3

～ ２０２５年　１２月　３０日

（対象者数） 3 （回答者数） 3

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・家族支援だけでなく、地域連携やクループでの相談

援助、保護者会を検討

・必要な教材の再検討と会議

2
・人員を増員し、より丁寧な支援が行えるよう検討

・より定期的な支援者会議からのフィードバック

3
・個人に能力や実績だけでなく定期的な研修会への参

加

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・職員の増員した上で療育への支障が出ない様送迎を

検討

2
フィードバックや面談を通して必要に応じ、実施して

いるが継続的に連携の幅を広げていきたい

3

○事業所名 あいすてっぷ

○保護者評価実施期間
２０２５年　１２月　１日

○保護者評価有効回答数

２０２５年　１２月　１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
２０２６年　１月　２８日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

送迎が現状は行えていない ・現状送迎対応が出来る職員がいない

すべての機関と密な連携が取れていない
・機関連携がとれる職員の育成が出来ていない

・職員数が療育でとられてしまっている

・お子様や保護者様のニーズに合わせて個別支援と集団

支援を時間を分けて行っている点

・送迎を行って頂くことで日々の細かな連携や成長に対

して密に連携を行うこと

・家庭や園、学校での困り感に対して即時の対応出来る

様コミュニケーションをとること

・ニーズに合わせたオリジナル教材サポート

・広い空間の中で、運動をのびのびと行えること、発散

する時間を設けられることで個別や学習支援で集中でき

る

・お子様自身の特性や性格に合わせて運動時間やプログ

ラムを構築、集中できる環境設定、友達と交流できる時

間の確保、小集団でのコミュニケーションのサポート

・資格を持っている職員が多数在籍していることで就学

を見据えたサポートや就学支援が行えること

・出退勤時のミーティングで支援会議を行う

・学期や行事の共有と必要なサポートの検討

事業所における自己評価総括表公表


